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要旨

　本稿では、2020 ～ 2022年度に和洋女子大学教育振興支援助成を受け、服飾造形学科の特性を活かし
た新たな「和洋ブランド」プロジェクトの活動とその取り組みを通して習得した成果を報告する。教員の
指導の下で学生が「和洋ブランド」を立ち上げ、地域企業と提携しながら、顧客のニーズ、社会環境や地
球に配慮したモノづくりとサステナブルなブランディングをコンセプトとして掲げ、商品・サービスの企
画、制作、販売、広報活動、ECサイトの設計と運営、イベントの企画・運営まで取り組んだ。初年度は、
医療従事者に向けたユニフォームを企画・制作した。イラスト画を描き、そのイラスト画に基づき、提携
企業と打ち合わせを重ね、デザイン、素材、色を決定し、トワルを組み、型紙を作成して、ファーストサ
ンプルの裁断、縫製を行った。２年目は、地元企業である千葉テレビの朝の情報番組「モーニングこんぱす」
の出演者へ、朝の番組に相応しい衣装のデザインを出し合い、サステナビリティーを考慮しながら生地を
選び、アイテムごとにチームに分かれジャケット２型、パンツ１型、シャツ１型を制作し、提供した。最
終年度は、２年間で培った企画力や情報発信力を活かして、アップサイクルに基づいたファッションショー
の企画・運営、和洋ブランドの商品企画、Eコマースの構築、チャームとバックの制作、と４チームに分
かれ異なる取り組みを行った。これらの取り組みにより、スケジュール管理能力、コミュニケーション能
力、結束力、役割遂行能力、プレゼンテーション能力の向上に成果を確認することができた。

キーワード： サステナブルファッション（sustainable fashion）、商品企画（merchandising）、
　　　　　　地域・企業連携（community and company collaboration）、アップサイクル（upcycle）
 

１．はじめに
ファッションに関わる消費が停滞している現在、これからの服飾を含めたファッションビジネスにおい

ては、顧客のニーズだけではなく、社会環境や地球に配慮したモノづくりや持続可能なブランディングの

構築が重要になってきている。そのため、服飾造形学科の学生に、授業で身につけた情報収集力、分析力、

企画力などの能力を発揮できる実践の場の必要性を実感した。
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そこで、学生が教員とともに、サステナブルを意識しながら、顧客のニーズ、社会環境や地球に配慮し

たモノづくりをコンセプトとして掲げ、商品・サービスの企画、制作、販売、広報活動、ECサイト設計

と運営、イベント企画まで取り組むことで、実践力を身につけ、地域企業、地域住民の方々と提携しなが

ら、和洋女子大学ならではの「和洋ブランド」を提供することで、コミュニケーション能力、結束力、役

割遂行能力を身につけ、高めることを目的として「和洋ブランド」運営プロジェクトを立ち上げた。その

内容について、３年間に実体験した内容を総括し、服飾造形学科の学生の学びの様子を報告する。

２．取り組み内容と成果
３年間で取り組んだ内容とその取り組みから得た成果を表１に示す。その取り組みの方向と実行計画

を決定するために３年間で45回に亘るミーテイングを重ねた。ミーティングの議事録は教員の指導の下、

持ち回りで学生が作成し、毎回の決定事項と課題、今後の予定を記載した。ミーティングに参加できなかっ

た学生に対しては、manaba course上で情報を共有した。初回ミーティングの議事録を写真１に示し、３

年間で取り組んだチーム編成と学生数、主な活動日を表２に示す。

表１  ３年間の取り組み内容と成果
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3年間で取り組んだチーム編成と学生数、主な活動日を表2に示す。 
表1  3年間の取り組み内容と成果 

内容 成果

2020年度

・医療従事者に向けたユニフォームの商品企画、サンプル制作

9月〜12月：デザインごとにチームに分かれ、デザイン構築、生地選び、カ
ラー選定、トワル制作、報告会。
1月〜3月：型紙作成、生地、付属手配、縫製、お披露目会。

・スケジュール管理能力
・制作における役割遂行能力
・サステナブルファッションに
対する意識力

2021年度

・MC（千葉テレビ出演）にジャケット２型、パンツ１型、ブラウス１
型を商品企画し、サンプル制作

7月〜12月：アイテムごとにチームに分かれ、デザイン構築、生地選び、ト
ワル制作、型紙作成、裁断、芯地貼り、縫製
11月末：千葉テレビのスタッフ、番組出演者が来校し、今回の取り組みに
ついて取材を受け、放映
12月末：番組の生放送に出演

・協働先と取組みことで、
コミュニケーション能力
・チームにおける結束力
・TV出演によりプレゼンテー
ション能力

2022年度

・JA千葉女性部のファッションショー企画・運営
・和洋ブランドの商品企画、サンプル生産依頼
・MC（千葉テレビ出演）にチャーム制作・バッグ制作し、TV出演
・Eコマース設計・運営

・サステナブルファッションに
向けての行動力

  

   15 
写真1 第1回ミーティング議事録 

表2 取り組んだチーム編成と学生数、主な活動日 

年度 チーム名 学生数 主な活動日

2020年度

MDチーム ５名
水曜昼休み

冬休み
春休み

デザインチーム ４名

パターン/縫製チーム ４名

広報チーム ４名

2021年度

ジャケットA＆シャツ企画/制作チーム ７名 月曜4,5限
水曜1,2,3限
夏休み

ジャケットB＆パンツ企画/制作チーム ６名

広報、TV出演チーム ５名

2022年度

JAファッションショーチーム ５名 月曜2限

商品企画チーム ５名 木曜1,3限

Eコマースチーム ４名 火曜4限

JK型チャーム＆バッグチーム ６名 金曜4限
 

 　　

 
紀要原稿用紙（紀要様式 2-1） 

2 
 

たモノづくりをコンセプトとして掲げ、商品・サービスの企画、制作、販売、広報活動、EC サイト設計

と運営、イベント企画まで取り組むことで、実践力を身につけ、地域企業、地域住民の方々と提携しなが

ら、和洋女子大学ならではの「和洋ブランド」を提供することで、コミュニケーション能力、結束力、役

割遂行能力を身につけ、高めることを目的として「和洋ブランド」運営プロジェクトを立ち上げた。その

内容について、3年間に実体験した内容を総括し、服飾造形学科の学生の学びの様子を報告する。 5 
 
22..取取りり組組みみ内内容容とと成成果果  

3 年間で取り組んだ内容とその取り組みから得た成果を表1 に示す。その取り組みの方向と実行計画を

決定するために 3 年間で 45 回に亘るミーテイングを重ねた。ミーティングの議事録は教員の指導の下、

持ち回りで学生が作成し、毎回の決定事項と課題、今後の予定を記載した。ミーティングに参加できなか10 
った学生に対しては、manaba course上で情報を共有した。初回ミーティングの議事録を写真1に示し、

3年間で取り組んだチーム編成と学生数、主な活動日を表2に示す。 
表1  3年間の取り組み内容と成果 

内容 成果

2020年度

・医療従事者に向けたユニフォームの商品企画、サンプル制作

9月〜12月：デザインごとにチームに分かれ、デザイン構築、生地選び、カ
ラー選定、トワル制作、報告会。
1月〜3月：型紙作成、生地、付属手配、縫製、お披露目会。

・スケジュール管理能力
・制作における役割遂行能力
・サステナブルファッションに
対する意識力

2021年度

・MC（千葉テレビ出演）にジャケット２型、パンツ１型、ブラウス１
型を商品企画し、サンプル制作

7月〜12月：アイテムごとにチームに分かれ、デザイン構築、生地選び、ト
ワル制作、型紙作成、裁断、芯地貼り、縫製
11月末：千葉テレビのスタッフ、番組出演者が来校し、今回の取り組みに
ついて取材を受け、放映
12月末：番組の生放送に出演

・協働先と取組みことで、
コミュニケーション能力
・チームにおける結束力
・TV出演によりプレゼンテー
ション能力

2022年度

・JA千葉女性部のファッションショー企画・運営
・和洋ブランドの商品企画、サンプル生産依頼
・MC（千葉テレビ出演）にチャーム制作・バッグ制作し、TV出演
・Eコマース設計・運営

・サステナブルファッションに
向けての行動力

  

   15 
写真1 第1回ミーティング議事録 

表2 取り組んだチーム編成と学生数、主な活動日 

年度 チーム名 学生数 主な活動日

2020年度

MDチーム ５名
水曜昼休み

冬休み
春休み

デザインチーム ４名

パターン/縫製チーム ４名

広報チーム ４名

2021年度

ジャケットA＆シャツ企画/制作チーム ７名 月曜4,5限
水曜1,2,3限
夏休み

ジャケットB＆パンツ企画/制作チーム ６名

広報、TV出演チーム ５名

2022年度

JAファッションショーチーム ５名 月曜2限

商品企画チーム ５名 木曜1,3限

Eコマースチーム ４名 火曜4限

JK型チャーム＆バッグチーム ６名 金曜4限
 

作成⽇︓
作成者︓

・プロジェクトについて(森本先生より)
　　学生主体のプロジェクトである。
　　テーマ︓医療従事者⽤のユニフォームをつくる。
　　織田先生、森岡先生、山本先生がサポートに入る。
・参加者自己紹介
・デザイン画について
　　どのデザイン画が良いか選び、理由を発表し、意⾒交換をした。
　　デザインの提案者は、そのデザインにした理由や意味も説明した。
　　多数決により3案選出した。
・ロゴについて
　　デザイン画同様どのデザイン画が良いか選び、理由を発表し、意⾒交換をした。
　　デザインの提案者は、そのデザインにした理由や意味も説明した。
　　多数決により選出した。
・議事録について
　　ミーティングの内容を議事録にまとめることにした。
　　学生が持ち回りで担当する。
・広報について
　　活動内容を大学HPなどに載せる記事にする。
　　学生が記事を書き、教員が確認後、発信する。(←可能か大学に確認)

・デザインについて
　　3点選出した。(プリーツスカートのデザイン、パンツスタイル有のデザイン、刺繍が入ったデザイン)
　　福地先生にデザイン画の修正を依頼した。→細かいデザインを修正する。
・ロゴについて
　　⿊い花とWAYOのデザインを採⽤した。色など細かい修正をする。
・担当について
　　デザインを出して採⽤された学生は、基本自分のデザインしたものを担当する。
　　他の学生は、やりたいこと、関わりたいデザインについて検討する。
・議事録について
　　次回より学生のなかで順番に回す。(第1回は鳥海担当)
・広報について
　　学生で記事を作成後、教員の確認後、発信をする。(要大学へ確認)

11/11(水)昼休み　次回ミーティング
11/18(水)昼休み　トワル開始

決定事項・課題

今後の予定

2020年11 ⽉6⽇
森議 事 録

森本先生、織田先生、鳥海出席者

会議名
⽇   時
場   所

第1回 和洋ブランドプロジェクト ミーティング  
2020/10/28(水)
東館12階 演習室
郡司、鈴⽊⾥奈、菅井、堀田、浜本、渡辺、森

内   容

表２　取り組んだチーム編成と学生数、主な活動日

写真１　第１回ミーティング議事録
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2-1．１年目の取り組み内容と成果

初年度はコロナ禍の影響で、リサイクル活動を控え、社会環境に配慮し、医療従事者に向けてのユニ

フォームの企画・制作を中心とした「和洋ブランドプロジェクト」の学生の募集を行うも、４月時点では

４名の応募のみであった。そこで、前期の授業内でSDGsと関連づけたプロジェクト活動の紹介と募集を

積極的に行うことで、後期開始前には17名の募集があり、11月より本格的な活動に取り組むことができた。

毎週水曜日に定例ミーティングを開催し、4 ヶ月で全15回分の議事録を作成した。定例ミーティング

では、ブランドのコンセプトについて意見交換をし、チーム編成やスケジュール管理、決定事項や課題に

ついて確認しあった。また、定例ミーティング以外に、冬休み、春休みを利用し、各チームに分かれ、３

～６日間の制作活動を実施した。

具体的な取り組み内容は、11月中に、募集した「和洋ブランドロゴ」の中から議論を重ね、オリジナ

ルロゴを決定した。和洋らしさをイメージした花であるアネモネ、スズラン、チューリップの３デザイン

に絞り込み、ファーストサンプル、セカンドサンプルの素材、色の決定を行った。12月に入り、トワル

の作成と検討、修正を確認し、ファーストサンプルの裁断と縫製を進めた。並行して、広報チームが休眠

中サイトのデザインを構築し、春休み中に、活動パンフレットのデザイン構成と制作を行った。

さらに、定期的に活動の様子を学科インフォメーションに掲載した。取り組み内容に関連して以下の成

果をあげた。

①学内で活動報告会を行うことで、他学科にも服飾造形学科の取り組みを知ってもらえた。

②活動レポートのパンフレットを2000部作成、配布することで、受験生に和洋ブランドを認知させた。

「2020年度和洋プロジェクト活動レポート」のパンフレットを写真２に示す。

「和洋ブランドプロジェクト」は教育振興支援の一環として
服飾造形学科の学生を主体に学年の垣根を越え、座学だけで
は味わうことのできない「ものづくり・ブランドづくり」を
通して、企画立案から生産、品質管理などを継続的に確認を
行い、改善していくＰＤＣＡサイクルを体験する活動です。
本年度は４月より新型コロナウイルスの感染拡大による影響
で活動を自粛してきましたが、後期より「医療従事者向けの
ユニフォームを企画・製作・販売する」をテーマにプロジェ
クトが始動しています。

和洋プロジェクト

学生教師一丸となって取り組んでいます。
また、機能面・デザイン面でも優れたユニ
フォームとなるようにパーソナルスタイリ
ストとしてご活躍されている 様よ
りアドバイスを頂いて、専門的な知識も学
びながら製作しています。

選出したロゴを更に
ブラッシュアップ！
何度も色やシルエットの形、フォントに
至るまで話し合いを重ねました。

パターン・縫製担当班は、
デザイン画を基にシーチング（専用の白い
生地）をトルソーにあてて形（トワル）を
作成します。
トワル完成後、実際に着用し改善点を発見し
製品化に向け見本サンプルを作成します。

マーチャンダイジング担当班は、
製品の全体像をまとめたＭＤマップ
の作成と縫製工場や素材メーカーの

検討をします。

“和”と“洋”の花の名前が付いた３つのチームに分かれて、それぞれ
の花のかたちや花言葉の要素を取り入れながらユニフォームを製作
しています。
各チームより【デザイン】【目標・意気込み】についてコメントを
頂きました！デザイン画と共にご覧ください。

医療従事者の方々のモチベーションが上がるようなユニ
フォームを作ることが目標です。
医療に携わる皆さんが少しでも元気になっていただける
ように頑張ります！

ススズズラランン

【チームとしての目標・意気込み】

４ 仕様にすることによりシンプルかつ
機能性を重視しました。その中にスズランのモチーフや
切り替え、スリットなどでデザイン性を加えました。

【デザインについて】

チューリップの花びらをモチーフにしたポケットや袖、
前立てがポイントです。
動きやすさはもちろん、着ていただくことで気分が明るく
なるようなユニフォームです。

大変な状況の中、 厳しい現場で働いている医療従事者の
方々のために、チーム一丸となって頑張ります！

チチュューーリリッッププ
【デザインについて】

【チームとしての目標・意気込み】

アアネネモモネネ
「今までにない医療従事者向けのユニフォーム」
というテーマを意識しました。女性らしく華やか
なデザインなので、着る方と見る方、どちらにとっ
ても明るい気持ちになれると思います。
ポイントは目をひくアネモネの刺繍です。

医療現場全体が明るい雰囲気となるような医療
従事者向けのユニフォームを制作します！

【デザインについて】

【チームとしての目標・意気込み】

デザイン・構成：和洋ブランド運営プロジェクト広報担当 今村里緒

1111月月

1122月月

４４月月

３３月月

２２月月

１１月月

写真２　 「2020年度和洋プロジェクト活動レポート」

2-2．２年目の取り組み内容と成果

２年目は、前年度中にサンプルを完成させた医療従事者用ユニフォームの広告、販売を行った。量産化

に向け、縫製を協力して頂く企業とZoomミーティングを行い、サンプルのデザイン、仕様を改良した。

それと同時に、ホームページで活動の様子を発信しながら、販売カタログのデザイン発案・作成を行い、

地元医療関係者にカタログを送った。医療従事者向けのユニフォームの販売カタログを写真３に示す。
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写真３　 「医療従事者向けのユニフォームの販売カタログ」

さらに、地元企業である千葉テレビの朝の情報番組の出演者に衣装を提供した。番組コンセプトと和洋

ブランドのコンセプトを擦り合わせ、16のデザイン案を提案し、話し合いの結果、４案（ジャケット２型、

パンツ１型、ブラウス１型）に絞り込んだ。朝の番組に相応しい衣装のデザインを基にサステナビリティー

を考慮し、素材を選定した。７月に、４型のトワルを組み、夏休みに入り、型紙を作成し、裁断、芯地を

貼り、縫製に取り掛かった。11月末には、千葉テレビのスタッフ、番組出演者が来校し、今回の取り組

みについて取材を受け、12月末には番組に出演した。制作に関しては、チームに分かれ、１週間に５時

限を活動に充てた。昨年度に引き続き、定期的に学科インフォメーションに取り組みを掲載した。取り組

み内容に関連して以下の成果をあげた。

①販売カタログを作成、配布することで、医療関係者に「和洋ブランド」を認知させた。

②朝の番組に相応しい衣装４点を着用した出演者に関するSNSの記事で反響を得ることができた。

③地元テレビ局の情報番組に出演することで、地域視聴者に服飾造形学科の取り組みを認知させた。

「2021年度和洋プロジェクト活動レポート」のパンフレットを写真４に示す。

  

写真４　 「2021年度和洋プロジェクト活動レポート」

日本ではまだ数少ないパーソナルスタイリストとして多彩な
表現経験から、年齢や世代を問わず、クライアントの魅力を
さりげなく引き出すコーディネートを得意としご活躍されて
います。また、｢ファッションで人を幸せに｣をポリシーに東
海エリアを中心にファッションショーのプロデュースやイベ
ントでのファッションアドバイス、セミナー講師と多岐に渡
ってご活動されています。

今回、和洋プロジェクトのユニフォーム量産化に
あたり、あらゆる世代・体型の方にも的確なコー
ディネートを提案なさっているというパーソナル
スタイリストの視点より、デザイン・カラー・
ディテールについてアドバイスを頂きました。

MIKAKO NAKAMURA
Personal Stylist

｢和洋ブランドプロジェクト｣は教育振興支援の一環として
服飾造形学科の学生を主体に学年の垣根を越え、座学だけ
では味わうことのできない｢ものづくり・ブランドづくり｣
を通し、企画立案から生産、品質管理などを継続的に行い
確認・改善していくＰＤＣＡサイクルを体験する活動です。
昨年度は後期より｢医療従事者向けのユニフォームを企画・製作・販売する｣という
プロジェクトが始動し、チューリップ・スズラン・アネモネをイメージした３デザインを
企画・製作しました。
本年度は、第一弾としてパーソナルスタイリストのＭＩＫＡＫＯ様、医療法人スリール様
株式会社エフリード様、マスダ株式会社様との協賛でチューリップデザインのユニフォーム
を量産化しました。

和洋プロジェクト

医療従事者と患者との間には、チューリップの花言葉である「思い
やりの心」が大切だと考え、袖の重なりや前立てなど各ディテール
にチューリップらしさを表現することにこだわりました。また、デ
ザイン性だけではなく、仕切り付きポケットや調節可能なウエスト
など機能性にも優れた一着になりました。
製作するにあたり、各企業の方々をはじめ、先生方やわよプロメン
バーなど多くの方々の意見を頂き、試行錯誤を重ねることで素敵な
ユニフォームが完成できたと思っています。
このユニフォームを着て頂くことで、明るく華やかな気持ちになっ
て頂けると嬉しいです。

袖や前立て、ポケットはチューリップの花びらをイメージし、
ウエストベルトは、動き易さやサイズの汎用性を広げるため
アジャスター式にしました。
生地も縫製も全て「 」にこだわった一着です。

Tulipathy
トトゥゥルルパパシシーー

  サイズ(cm) 着丈 バスト ウエスト 肩巾 袖丈
Ｓ~Ｍ
Ｍ~Ｌ

● 素材：ポリエステル100％（ストレッチツイル）
● ポケット位置：左胸ポケット、両脇ポケット
● ファスナー：前ファスナー開き
● 日本製

デザイン•構成：和洋ブランド運営プロジェクト広報担当 今村里緒

【Tulipathy】
  税込み14,300円

｢｢ttuulliipp｣｣にに｢｢ssyymmppaatthhyy((おおももいいややりり))｣｣のの意意味味をを込込めめてて、、
｢｢TTuulliippaatthhyy((造造語語))｣｣とと名名付付けけままししたた。。

年 日

〒 ー

〒 ―

〒 ―

その他

↓部署名等詳しくご記入ください。

※
名

〒 ー

【Tulipathy】 ↓希望カラーを囲んでください。

勤
務
先

住
所

□ 自宅

勤務先

注文書

　ご自身でご購入の方①個人

※メール
アドレス

　自宅

月

※は必ずご記入ください。

●ご注文日

※自宅

※メール
アドレス

フリガナ

↓必ずフルネームをご記入ください。

S ・ H 年 月 日

勤務先名
勤務先

※
お
届
け
先

そ
の
他
住
所

※届け先名

※TEL

携帯番号

担当者名

フリガナ

姓

記入例

カラー サイズ

ご
注
文
者
情
報

※
お
届
け
先

部署名

※
自
宅
住
所

※生年月日
※
名
前

フリガナ

部署名

②法人 　会社・病院負担
※
法
人
名

※
住
所

↓希望サイズを囲んでください。

→

￥合計

↓アラビア数字でご記入ください↓

S∼M ・ M∼L
S∼M ・ M∼L

数量 金額（税込み）
ピンク ・ ネイビー

S∼M ・ M∼L
S∼M ・ M∼L

S∼M ・ M∼L ¥14,300

※TEL

　　注文書のpdf又はjpgを以下のメールアドレスへ添付送信してください。
　　mail:wayobrandtulipathy@gmail.com

◎ご注文方法は、こちらの注文書に記入の上、和洋ブランド運営プロジェクト担当者にお渡しいただくか、

◎お支払い方法は、ご注文後に振込み用紙をお届けします。1週間以内にお支払いください。

ピンク ・ ネイビー
ピンク ・ ネイビー
ピンク ・ ネイビー
ピンク ・ ネイビー

わ よ プ ロ オ リ ジ ナ ル の
「WAYO」のタグを付けます。

９月
トワル作成

10月
生地裁断、縫製

11月
縫製続き

12月
縫製ラストスパート 衣装完成

取材

１０月に行われた取材では、
橋本さんご本人にも衣装の
一部ミシンがけを体験して
いただきました！

パンツの後ろポケット
はパーツも多く、縫製
も大変！

運動性を考えジャケットの袖下には
ニットを、スタイルアップのためパ
ンツの脇にはピッグレザーの切り替
えを入れました。

伸びやすいニットは皮
革と縫い合わせる際も
印を多くするなど工夫
する必要があります。

皮革は何度も縫い直す
ことができないので、
ミシンがけも普段より
慎重に…。

生地の裁断に取り掛かります。
パンツの生地は、どちらの
ジャケットにも合う柄を選び
ました。

ジャケットの見返し部分は
色を変えて、カラートーン
を合わせ、爽やかでオシャ
レに仕上げました。

一度着用していただきサイズ感
や修正箇所を確認します。
必要に応じてデザインの変更・
パターンの修正も行います。

本格的なパンツの作成は
今回が初めてのメンバー。
先生方と協力し、まずは
半身のトワルを作ります。

ドレッシーな印象が素敵
なシャツは、ボタンの色
を上からグラデーション
にし個性をプラス！

スエードの特徴が感じられる
デザインのジャケット。
襟は革の裏側、身頃は表側を
見せることで素材の二面性を
出しました。

襟は形通りに裁断せず、
皮革そのままの曲線を
活かしたところがポイ
ントです。

皮革は伸縮性が低いので馴染みよく
合わせることが難しい素材。
また高温になると縮んでしまうので
アイロンがけにも気を使います。

皮革はほかの素材よりも厚みと
硬さがあるので、ミシンをかけ
るのも一苦労。
より丁寧な作業が求められます。

胸元にはピンタックを施し、襟は
スタンドカラーにしました。
タックの数が多く、均一な幅で直
線的に縫製することが大変でした。

シャツの生地は柔らかい風合い
がある白の無地を選びました。
印つけが目立たないように工夫
しました。

実際のジャケットで用いる
ピッグスエードを使って
胸元のタックのイメージを
確認します。

ジャケット
＆パンツ
製作チーム

ジャケット
＆シャツ
製作チーム

７月～
デザイン会議
８月上旬
デザイン決定

爽やかでフォーマルな
イメージとともに、着席

シーンが多いため上半身にアクセン
トを置くことを求められたので、デ
ザイン決定や素材選択、シルエット
について両チームとも何度も話し合
いを重ねました。

昨年４月、千葉県内の大学紹介企画にて撮影取材を受けた際、番組
担当ディレクターの方に「わよプロ」の活動について興味を持って
いただいたことをきっかけに実現したプロジェクトです。
｢サステナブル」をテーマに素材にはピッグスエードを取り入れ、
トータルコーディネートとして着用できるようなデザインの衣装を
企画・制作いたしました。

チバテレ×わよプロ

衣装制作
プロジェクト

本年度は、昨年度後期より始動した「医療従事者向けのユニフォームを企画・製作・販売する」というプロ
ジェクトの第一弾としてチューリップデザインのユニフォームを量産化し、販売がスタート致しました。
そして、千葉テレビ放送株式会社様との「『ちば朝ライブ・モーニングこんぱす』金曜日のメインパーソナ
リティである橋本 良亮さんの番組衣装をデザイン・制作」というプロジェクトにも取り組みました。

和洋プロジェクト
｢和洋ブランドプロジェクト｣は教育振興支援の一環として服飾造
形学科の学生を主体に学年の垣根を越え、座学だけでは味わうこ
とのできない｢ものづくり・ブランドづくり｣を運営する活動です。

薄手で軽く、摩擦にも強い「ピッグスエード」は国内生産の７割が
東京都内で作られています。豚は３本１組の毛である為、表面には
特徴的な３つの毛穴があり、牛革に比べ通気性にも優れています。
豚肉の消費量が多い日本では豚革の生産量も多く、唯一国内で自給・輸出が可能な革

素材であり、コストパフォーマンスの面においても比較的安価で
あることから注目されているサステナブルな素材です。
日本製の豚革は品質も良いため海外で高い評価を得ています。

ピッグスエードとは

和洋女子大学 家政学部
服飾造形学科

教教育育振振興興支支援援助助成成（（22002211年年度度〜〜22002222年年度度））

WAYO PROJECT

2021年度

和洋プロジェクト

活動レポート

昨年度は「企画・製作」の活動をメインに行った｢医療従事
者向けのユニフォーム制作｣の活動は、本年度「販売」段階
へ入り、第一弾としてチューリップをモチーフとした
「Tulipathy」の量産化をいたしました。
わたしたちが細部までこだわって制作したユニフォームを少
しでも多くの方に知っていただきたいと思い、大学周辺の医
療機関等へパンフレットの送付を行いました！

▲袴製作の様子

わよプロメンバーである服飾造形学科4年の堀田さんが、ピッグスエード
にレースをあしらった袴を製作しました。
衣装制作にてピッグスエードを使用したことをきっかけに、素材の面白さ
に引かれ、卒業式で着る袴を自主製作することになりました。

ピッグスエードでの袴製作は通常の袴の縫製方法とは手順が異なり、
皮革素材のため厚みと硬さがあるので、重ねて縫製するには自身で
工夫を加える必要があり、仕上がりに向けて調整をしました。
また、生地の歪みがなかなか取れないなど天然素材ならではの大変
な点がありました。

※基本的な袴の製作方法
①生地を裁断し、しるしを付ける。②裾の始末をする。③前後のひ
だ山をしるし通りに折る。④相引（脇部分）を縫い合わせる。⑤笹
ひだをつくる。⑥前紐・後紐を裁断し、紐心を入れ、幅通りに折る。
⑦紐付のしるしを付け、しるしに合わせて縫う。

わたしたちが制作した作品がテレビ番組の衣装と
して着用され、放送されるという企画だったので、
いつも以上に気を配り、丁寧に仕上げました。
普段授業内で制作する時と比べ、ひとつひとつの
工程に責任を持ちながら取り組みました。

橋本さんにテレビという素晴らしい場所で着ていただ
き、また、多くの方々に見ていただけたことは滅多に
経験することのできない貴重な体験となりました。
着用者や番組のイメージを考慮した責任がある作品
でしたが、楽しみながら作り上げることができました。

ついにお披露目の日となり、朝早くから千葉テレビへ。
（中には緊張で、寝られなかったというメンバーも…！）

実際にテレビ出演したメンバーは２名でしたが、裏ではアイ
ロンがけなどセッティングを行ったメンバーもいました。

そしてこの日は１２月２４日。
７月よりメンバー全員で一生懸命に制作
した衣装は、わよプロから橋本さんへの
クリスマスプレゼントとなりました。

▶衣装と一緒に記念撮影！

お披露目

▲アイロンがけを行ったメンバー

デザイン・構成：和洋ブランド運営プロジェクト広報担里緒デザイン・構成：和洋ブランド運営プロジェクト広報担当 今村里緒
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2-3．３年目の取り組み内容と成果

最終年度は３年間の集大成として、２年間で培った商品企画力や情報発信力を活かして、リーダーを決

め４チームに分かれ、各チームで異なる取り組みを行った。週１回定期的に集まり、各チームで以下の内

容で取り組んだ。

① ファッションショー企画運営チーム：サステナブルな取り組みとして、JA千葉とのコラボレーションで、

JA千葉女性部会員様の箪笥在庫を学生達がアップサイクル（リサイクルとは異なり、今までの服に価

値を加えること）して商品として蘇らせ、2022年９月30日に開催された「JA千葉女性部協議会創立70

周年記念式典」で企画・運営したファッションショーを発表した。その模様は、千葉テレビ「newsち

ば」で放送された。制作活動は定期活動に加え、夏休みの10日間を費やした。そのファッションショー

の様子とアップサイクルした衣装を写真５に示す。

 

写真５　JAファッションショーの様子とアップサイクルした衣装

② 和洋ブランド商品企画チーム：「和洋ブランド」として、ブランドコンセプトを構築し、それに基づき

商品デザインの構築、素材の選定、色決めをし、ファーストサンプル制作を外注パタンナーに依頼した。

サンプルの制作に向け、トワルチェック、トワルの修正、仕様書の確認、サンプルチェック、サンプル

修正などアパレル企業の商品企画室で行う一連の活動を体験した。構築したブランドコンセプトと衣装

を写真６に示す。

 

写真６　和洋ブランド商品企画チームのブランドコンセプトと衣装
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③ Eコマース設計・運営チーム：2020年度に取り組んだ医療従事者用のユニフォームをネットショップ

STORESで販売した。STORESを開設するにあたり、ネットショップ内でのロゴのデザイン、カラー、

ブランド説明、商品説明などを議論し合い、構築した。その様子は、千葉テレビのウエッブサイト「チ

バテレ＋」で紹介された。

④ JK型チャーム制作＆バッグ制作チーム：昨年取り組んだ千葉テレビの番組「モーニングこんぱす」MC

に提供した衣装の生地であるスエードの残布を利用し、学生達のオリジナルデザインでチャームやバッ

グを制作した。チャームについては里見祭で販売し、多くの来場者に購入して頂いた。Eコマース同様、

千葉テレビのウエッブサイト「チバテレ＋」で紹介された。さらに、バッグはペンケースとともに、昨

年に引き続き、有志の学生２名が番組に出演しMCにプレゼントした。「チバテレ＋」の記事と残布を利

用した小物を写真７に示す。

写真７　「チバテレ＋」の記事と残布を利用した小物

最終年度も定期的に学科インフォメーションに取り組みを掲載した。取り組み内容に関連して以下の成

果をあげた。

① ファッションショーのメイク、着付け、音響、照明など全て学生が担当し、その模様が千葉テレビ「news

ちば」で放送されることで、服飾造形学科の技術や能力を認知できた。

② 里見祭にて商品企画チームの制作したブラウスとスカートを和洋ブランドショップ内に展示し、学内の

他学科の学生や来校者にブランド名を認知できた。

③ 里見祭で開設したSTORESに直接つながるQRコードを和洋ブランドショップ内に掲示し、来校者に直接

ネットショッピングを体験してもらえた。

④ 千葉テレビの番組「モーニングこんぱす」に学生が出演し、TikTokやX（旧Twitter）でその日の様子が

配信されることで、若い世代にも服飾造形学科の取り組みを認知できた。

３．総括と今後に向けて
３年間のプロジェクト活動により、アパレル業界における情報を収集し、企画・生産・販売・広報宣伝

という一連の流れを分断することなく経験することができた。特に、定例ミーティングでは、毎回様々な
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意見を出し合い、物事を決めていくプロセスやスケジュール管理の重要性を理解し、チームを組んで取り

組むことで、上級生であるリーダーは各メンバーとのコミュニケーションを密に取る能力とメンバーをま

とめる力が身につき、メンバーは自分の役割を全うするという責任感が身についた。プロジェクト活動に

ついての定例ミーティングは３年間で45回を重ね、全ての学生が持ち回りでミーティングの議事録を記

述しまとめた。その議事録集は、卒業生が就職活動に役立てている。

学年の枠を超えたコミュニケーションを行うことで、上級生は今まで習得した知識や技術を企画、制作

に活かし、下級生の疑問や問題に対応することができた。下級生は、取り扱うアイテムの仕様や縫製につ

いて未修部分が多いにもかかわらず、教員や先輩からの細部にわたる丁寧な指導により先取りで習得する

ことができた。また、授業で扱うことのないピッグレザーを使用することで新たな縫製技術を学修し、ピッ

グレザーを取り扱っている皮革問屋から素材の特徴や取扱について詳細な説明を受けることで、素材とい

う観点から環境を配慮することが習慣となった。協働企業がどのようなSDGsに取り組んでいるかという

意識が芽生え、企業理念についての重要性も修得できた。プロジェクト内容、協働企業、SDGsとの関連

を表３に示す。

表３  プロジェクト内容、協働企業、SDGsとの関連

SDGsとの関連協働企業プロジェクトの内容

医療法人スリールターゲット設定

マスダ株式会社、中村貿易株式会社素材選定

スタイリストMIKAKOデザイン構築

エフリード株式会社サンプル作成・量産

千葉テレビ株式会社宣伝広報

JA千葉女性部イベント運営

今後に向けて、2023年度には、３年間でのプロジェクト活動で培った、スケジュール管理能力、役割

遂行能力、サステナブルファッションに対する意識力、協働先と取り組むことでのコミュニケーション能

力、チームにおける結束力、TV出演によるプレゼンテーション能力、サステナブルファッションに向け

ての行動力を活かし、3Dモデリングソフト「CLO」による新たなデザイン技術を身につけることを目的

とした「Wayo Fashion Future Lab」が開設した。このプロジェクトに参加した学生が主体となって、新

たな活動を始めている。
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